
















































ウィリアム・テンプルのエッセイ てくる﹁不揃い﹂ ︑つまりいわゆる幾何学的ではない美が︑中国語の ったのかどうかを検証する︒　
第二章と第三章では︑とりわけテンプルに影響を与えたとみられ













































































































































いで、直線はほとんど見られない。Ton van Strien et al. 




























グなので襟合わせが左前になっている。 A. Montanus. 















































かと言うと派手すぎて長くは好まれず︑一六四〇年代からは一色染のみを日本に特別注文す ことになる︒絹綿と共に大量 東インド会社 船でアムステルダムに入ったヤポンセ・ロックはこれまでの小袖ではなく︑ でいう綿入れのドテラのような物であったが︑これらはオランダ貴族たちの憧れのファッションにも り︑そこでますます人気が沸騰した︒　
そして一六六〇︑ 一六七〇年代になると︑特にアムステルダムで

















れている。Collection National Portrait 

































以降において︑イギリスではシャラワジは庭園論争 みに使われていた︒しかしテンプルのエッセイにある表現や使い方を調べてみと︑彼の場合︑実はシャラワジは庭園 ついてで なく︑工芸品の不揃い美学を意味する言葉として使われ のである︒　
そしてテンプルの友人ホイヘンスは日本工芸品の愛好家であり︑
テンプルの用 たシャラワジも実は中国 工芸 なく︑日本の工芸品に係わりがあるのではない と考えてもおかしくな だろう︒　
そこで筆者はシャラワジという言葉は日本語の可能性が高い で
図 8 a　ネッチャーのヤポンセ・ロック
の肖像画（Attributed to one of his sons 
Théodore (1661–1732) or Constantin 
Netscher (1668–1723) ）。Collection 
























合わせ等に使われる言葉であり︑この例を見ると新年の寿ぎを表現している︒ただその洒落を楽しむためには︑目立たたず工夫された模様のデザインと色と 取り合わせも肝心で︑その工夫され 洒落をすこしずつ味 わせて発見させるには知識 教養 センス等 関わってくる︒これらがすぐれた着物の洒落味に相当するのであ ︒前述のように︑中国語ではないという言葉﹁シャラワジ﹂ 日本語
の﹁洒落味﹂であるとの可能性は十分考えられるであろう︒江戸時代の言葉は︑階級や年齢などの身分的な要因︑男女の違いによる要因︑さらには話す相手 場面 個別 が︑複雑に関連して成立していた
（
25）︒江戸期の日本語資料の中にはまだ見つかってはい
ないのだが テンプル本人も﹁シャラワジ﹂は自身の耳で聞いた言葉であると書いており︑ し﹂言葉は﹁書き 言葉より多いのが常であるから︑テンプル いた十七世紀終わり頃には︑この﹁洒落味﹂が江戸期に話し言葉として使われていた可能性も否定できない︒??????　
まずは﹁洒落﹂について検討してみよう︒江戸期にとても重要な































































































































































































情や︑階級のちがう人々と接することがなくても︑源氏物語を始めとする古文芸や古事︑連歌︑俳諧を味わうことができるようになったのであ ︒そしてその﹁味﹂は着物の模様の中にあるというわけである︒この文書からは芸術の広い社会性と歴史 動きとを読みとることができる︒つまり古来 物語や︑歌︑名所などは︑も も公卿や上流武家階級においてのみ持て囃
はや
されていたのだが︑戦国時






























































































れは彼が日本美術の通であり 専門家として く評価されて ることがオランダ以外の各国 文書から読み れるからである︒一例を挙げると︑ロ ドンの学問的雑誌 ホーヘンフックの日本観察 記事が載せられている︒もう一例をあげると フランス王・ルイ十四世の秘書ジュステル（
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れら高級蒔絵簞笥や箱は珍品で高価ゆえ︑主に皇室・王族 手に渡った︒いうまでもなく当時も︑しばしば注文主側 時代 流行に合わせてさまざ な要求が出されたことだろう︒し しこの時代は︑これまでもてはやされた南ヨーロッパ︑ポルトガルの﹁南蛮﹂幾何学模様から︑北ヨーロッパの絵模様に変わる時期でもあった
（
59）︒
これら日本から輸入さ た︑いくつかの漆工芸品に 風景模様が描かれている︒伝統的な庭園風景の描か 模様の蒔絵箱 カロ一六三〇年代にオランダに持ち帰った
（
60）︒そのおよそ三十年後にホー
ヘンフックは日本に滞在した︒期間は一六五四年から一六六二年までであり︑その時期に京都の漆工芸商人 良い注文を受けるために毎年一回長崎に出向き︑直接︑ホーヘンフックらと商取引をした︒ピークは 六五八年と一六六五年の間と見られ︑その時期の東インド会社は ︑漆簞笥を何十竿と注文し︑ヨーロッパに持って帰ったのである︒その値段とデザインのやり取りにホ ヘンフック自身が参加したこと 商館日記から窺える︒簞笥だけでなく︑インドシャー・ジャハーンのために︑象に乗せ 屋根付き 蒔絵鞍などを京都の漆職人にオランダ側から注文したものもある
（
61）︒日本語のでき
るオランダ人はホーヘンフックしかいないのであり︑ 工芸家の﹁話し﹂言葉はこのような場に登場したと考えられる︒ホーヘンフックは注文主として︑東イン だけでは く︑自分個人の売り物になるように言葉たくみに要望したに違いな ︒ホーヘンフックが持ち帰った簞笥 はオランダ王室所蔵の二竿のセット（
図
13）︑


































（部分）。オランダ王室所蔵。Y. Trousselle. La voie du












いる︒その一六八五年九月の手紙は︑中国皇帝がメアリーに送ったものといわれ︑漆屛風の美学が細かく英語で説明してある︒メアリーが自分宮殿のインテリアに合わない屛風をノコギリで切らせ︑その破片を壁飾りとして使ったことを耳にした中国皇帝がメアリーの野蛮な行動にたいて怒りをもって手紙 書い ︑ということにな いる︒屛
風絵は細かい象徴的意味をもつ︑と皇帝は説く︒様々に略した絵やモチーフ 文学的もしくは判じ絵的な意味を持っているので︑それをバラバラにきざみ︑また勝手に張り合わせて壁飾りとして使うのであれば︑本来の芸術性が ったく失われてしまうと書いである︒この手紙文 ﹁シャラワジ﹂という言葉そのものは書かれていないのだが この屛風の洒落味の働きが明白に表されている︒この隠されて る芸術的な意味がメアリー 判断でバラバラにされたのは芸術性を壊すものであると中国皇帝は説明する︒もしも これから壁飾りの漆絵が必要であれば︑部屋や壁の寸法を教えて らえれば︑特別注文し 中国 作らせる が可能な で︑ノコギリで恣意的に切ることは絶対にやめてほしい︑ 皇帝は忠告するの ある︒???????????????　
実はこの手紙は中国皇帝からではなく︑メアリーが親しくしてい















代神話等を芸術のモチーフにする︒であるからホイヘンスにとって︑エムブレ と同様に洒落味の感覚を理解す のはきわめて容易であった︒そして彼のホッフワイク庭園そのものも︑一つの大きなエムブレマタ遊びの場として︑しかも洒落味にもとづいて出来上がった芸術作品として評価することがで るのである︒ホイヘンス 洒落味を正しく理解するのだが︑ れにたいし︑テンプルに 洒落味の意味がどれほど伝わった ろうか︒????????　
中国皇帝を装うホイヘンスの手紙は一六八五年に書かれた︒テン
































以上の考察から︑ ﹁じゃらく﹂ ︑ ﹁しゃらく﹂ ︑ ﹁しやら﹂ ︑ ﹁しゃ









歌・名所 多くは風景模様であるが︑京都の蒔絵職人は光悦などのアートプロデューサーのために新しい﹁洒落の味﹂を開発した︒オランダ商人側からはさらに新 ﹁洒落味﹂が要求され︑簞笥の模様も︑もはや古典文学などにちなむ はなく 実際にあった東海道の風景︑旅するオランダ人た 実写などが注文されるようになった︒蒔絵簞笥製作職人たちには今までに った新たな﹁洒落味﹂が依頼されたに違いない︒　
陶器や蒔絵簞笥︑屛風︑小袖などにも描かれたこれらの風景模様




water colour painting (1690s) attributed to Johannes Kip; 













adgi ” ( Japan Review
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